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球
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(
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n
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ソ
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o
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河
岸
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あ
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こ
ク
｡
ヨ
ー
ク
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N
e
w

Y

ork
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北

一
四

五
哩
の
虞
に
あ
る
｡
糞
婆
を

る
産
業
通

商
の
中
心
地
で

あ
っ
て
数
種
の
大
製
造
場
を
有
す
O
イ
ー
リ
(E
rie)
河

及
び
シ
ャ
ヤ

ン
ブ

レ
ー

ン
運
河

(C
ham
plai
n
C
a
n
al
s
)

に
ょ
つ

て水
利
の
優
を
有
し
且
つ
蛾
道
の
優
が
あ

る
｡

州
講
蔀

柴が
あ
-
市
公
食
堂
が
あ
る
｡
二
つ
の
伽
藍
が

瀧

ノ

洩

1

あ
わ
博
物
館
大
撃
及
び
譜
撃
枚
が
あ
Q
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人
口
約
十

一

常
八
千
｡

以
前
は
和
蘭
の
殖
民
地
で
あ
っ
た
が

一
六
六
四
年
共

闘
に
割
譲
n
れ
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ヨ
ー
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オ
ル
バ
ニ
太
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u
k
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of
Y
ork

a
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の
名
に
よ
っ
て
附
名
さ
れ

た
0
乙
の
太
公
は
後
は
ゼ

-

ム
ス
(J
am
es)
二
世
と
在

ら
れ
て
市
は

一
六
八
六
年
に
は
市
と

し
て
の
特
許
状
を

典

へ
ら
れ

一
七
九
七
年
に
州
の
首
府
と
な
っ
た
｡
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五
四
年
ほ
は
ア
ル

バ
こ
骨
箱
(C
onven
tion
o
f

A
lba･

n
y
)
が
開
か
れ
た

.
常
時
共
沸

間
は
戦
雲
切
迫

し
て

ゐ

ね

薦
め
に
ア
メ
-
カ
の
植
民
地
間
に
緊
密
な
る
粘
倉
を

集
す
る
を
目
的
と
し
て
令
講
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
.

ア
ル
バ
宵
(A
tbay)｡

フ
ィ
リ
ヅ
ピ
ン
(P
h
itip
p
ine)

群
島
中
の
ル
ツ
オ

ン
(L
u
z
o
n
)
に
あ
る
州
名
｡
面
積

約

二

〇
〇
〇
平
方
哩
｡

金
銀

坑
が
あ
わ
骨
府
は
レ
ガ
ス

ど
(L
eg
aspi)
と
云
払
首
府
の
人
口
三
常
二
千
飴
あ
る
｡

ア
ル
..fA,t
ド
ル
ワ
(A
lbend
oTf
).
東
狗
乙
の
シ
レ

シ

ア
(Site
s
ia
)
に
あ
る

一
村
落
.
ブ

レ
ス
ラ
ク
(B
res･

l
an
)
の
西
岡
五
〇
哩
に
あ
っ
て
ケ
ド
ロ
ン
(C
e
d
ro
n)河

畔
に
あ
る
｡
巡
能
の
聖
地
と
し
て
有
名
で
あ
-
､
ゼ
〝

サ

レ
ム
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eru
sal
em
)
の
殿
堂

､
カ
ル
プ
ア
-
(C
al
v
a
･

ry
)
丘
上
の
韮
曹
受
難
の
地
及
び
聖
母
の
像
な
ど
む

摸

し
て
作
ら
れ
た
十
八
世
紀
の
美
し
き
散
骨
が
あ
り
〓
1

C
O
年
頃
以
来
聖
地
と
し
て
有
名
な
塵
で
あ
る
｡
大
我

ま
で
は
乙
の
小

ruき
村
落
は
人
目
約
二
千
社
有
し
年
々

巡
穐
者
の
参
揮
す
る
者
約
十
商
人
h
t･貸
し
た
C

ア
紬
..{5
-
蕊
(A
lb
ern
i)
｡

カ
ナ
ダ
に
あ
る
グ
ア
ン

≠
淋
職
級
の
地
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考

ク
ー
グ

ァ
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V

ancouv
er)
島
に
あ
る
都
▲骨
で
あ
-
港
で

あ

る
0
ア
ル

バ
-
ニ
運
河

(A
tbern
i
C

anal
)
の
頚
紬
は
あ

-
ナ
ナ

イ

確
(N
a
na
i
m
o
)

か
ら
五
十
八
哩
の
距
離
に
あ

る
｡
ブ
イ
ク

ト
ー
-
ア
(
V

ictori.a
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に
至
る

C.
P.
R
,

政

道
及
び

C
.N
,
R
蛾
道
の
支
線
の
終
期
で
あ
ヵ

汽
船
は

乙
､
よ
-
ブ
イ
ク
ト
ー

リ
ア
及
び
其
他
の
地
は
通
う
て

ゐ
る
｡
産
業
は
製
材
業
及
び
肉
瓶
加
工
で
あ
る
｡
人
口

約
二
寓
｡

ア
ル
バ
ト
(A
lb
ert)｡
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名
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ル

バ
ト
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湖
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の
兼
側

は
ウ
ガ
ン
ダ

(U
g
an
d
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圃
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護
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れ
西
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ル
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ゥ
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g･o
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る
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ク
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ヵ
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〇
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〇
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潮
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狂
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て
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ル
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蘭
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ア
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e
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.
菅
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あ
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ouis)十
三
世
が

ル
イ
-
ン
(L
u
y
n
es
V
大
公
シ
ヤ

ー

ル
｡
ガ
ー
ル
ベ

ー
ル
(C
h
a
rtes
d
'A
tb
eT
t)
は
典
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っ
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｡
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が
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の
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た
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醜
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落
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に
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落
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菅
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7
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両
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囲
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載
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勝
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｡
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を
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ー

ル
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ル
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れ
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は
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九
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よ
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月
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で

狗
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す
る
塵
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が
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｡

ア
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〇
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た
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｡
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〇
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五
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積
二
五
五
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八
五
平
方
哩
｡
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十
寓
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千
飴
｡
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ッ
キ
山
脈
は

西
南
に
於
で
自
然
の
問
境
を
覆
し
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北
ア
メ

リ
カ
の
大

河
流
系
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中
の
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統
サ
ス
カ
ッ
チ
H.ワ
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e
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ス
カ
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a
)
･
ピ
ー
ス
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e
a
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)

の
三
大
河

系

は

そ

の

支
流
と
共
は
ア
ル
バ
-

ク
の
平
原

を
横
断
し
て
ゐ
る
｡

十
九
世
紀
の
末
ま
で
は
ア
ル

バ
-
タ
は
戯
大
在
る
牧

畜
農
場
の
問
で
あ
っ
た
が
漸
次

農
業
化
す
る
や
う
に
在

っ
た
0
保
護
林
の
面
積
千
二
甘
寓

エ
ー
カ
あ
わ
一
億

エ

ー
カ
以
上
の
土
地
は
農
業
に
適
す
る
79
今
日
耕
地
と
な

れ
る
而
精
は
僅
か
に
を
の
百
分
の
八
に
過
ぎ
な

い
｡
穀

物
は
そ
の
主
要
産
物
で
あ
ヵ
家
畜
及
び
''rl
ク
は
輸
出
さ

れ
豚
は
細
評
用
に
飼
育
さ
れ
て
ゐ
る
｡
旗
大
在
る
石
炭

僻
匿
を
有
し
年
産
裾
雪

O
C
〇
.
〇
〇
〇
噸
で
あ
る
と

云
ふ
｡
主
要
制
令
は
首
府
の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
(E
d
m
on
to
n
)
｡

カ
ル
ガ
-
(C
al
g
a
ry
)
及
び
レ
ス
ブ
-
ヅ
ヂ
(
L
e

th
b
ri
･

a
g
e
)
で
あ
る
｡

ア
ル
バ
ー
タ
州
は
三
人
の
代
表

を
オ
ッ

ク
ヮ

(O
tt
aw
a)
に
あ
る
カ
ナ
ダ
上
院

(D
omi
n
ion

s
en
ate
)

に
逢
わ
十
二
人
の
代
講
士
む
タ
ナ
ダ
の
下
院

に
法
っ
て
ゐ
る
｡
州
の
地
方
的
政
務
の
薦
め
に
は
四
十

八
人
の
代
表
を
逃
出
し
骨
講
を
開

い
て
ゐ
る
O
ア
ル
バ

≠
外
紙
後
の
地
猫
背

-
タ
州
立
大
韓
は

一
九
〇
八
年
に
エ
ド
モ
ン
ト
ン
に
放

て
創
設
さ
れ
rJ
れ
ほ
二
つ
の
醐
韓
の
大
軍
が
伴
食
rh
れ

た
0ア
ル
パ
-
長

!
ク

(A
lbert
Park
)｡

自
耳
義
憤

コ
ン
ゴ
(B
e
t
gi
an
C
ongo)
に
あ
る
圃
立
公
園
｡

レ
ー

ク
･
キ
グ

(L
ak
e
K
iv
u
)
の
地
方
に
存
在
し
五
十
菌

エ

ー
カ
の
面
積
を
有
し
ク
ガ
ン
ダ
の
同
種
の
保
護
林
に
接

し
て
ゐ
る
0

ア
ル
バ
-
ヴ
耳
ル
(A
lb
ertv
il12)
｡

白
耳
養
箇

コ
ン

ゴ
に
あ
る

1鵜
民
地
で
あ
っ
て

レ
ー

ク
･
タ
ン
ガ

ニ
イ

刀
(L
ak
e
T
angan
y
ik
a
)
の
両
岸
に
あ
る
｡

〝
ア
ラ

ご
L
u
al
a
b
a
)
河
か

ら
タ
ン
ガ

ニ
T
カ
湖
に
至
る
銭
道

の
終
鮎
で
あ
る
｡
乙
の
銭
造
及
び
水
路
に
よ
-
酉
ア
フ

リ
カ
据
岸
に
於
け
る
コ
ン
ゴ
河
口
よ
み
東
側
の
ダ
γ
｡

エ
ス
｡
サ
ラ
ー
ム
(D
a
rIes･Sal
aam
)
に
至
る
交
通
が
可

能
で
あ
る
｡

ア
ル
ビ
-
(Al
bi)｡俳
蘭
西
の
都
市
タ
ー
ル
ン
(T
arn)

堀
の
骨
肝
で
あ
っ

てク
ー
ル
ン
河
畔
に
あ
る
0
餓
道
に

よ
っ
て
ツ
ー
ル
ー
ス
(T
oul
o
use)の
兼
北
四
四
哩
の
距

二

重

七
1



地

球

飾

二
十

一
沓

陣
は
あ
る
｡
大
僧
正
の
居
宅
が
あ
･Ja
十
三
倣
紀
の
伽
藍

が
あ
-
大
監
督
の
宮
殿
が
あ
る
｡
製
造
品
ほ
は
織
物
が

あ
わ
葡
萄
酒
･穀
物
｡某
薯
を
版
質
し
て
ゐ
る
｡
乙
の
市

名
よ
-
名
柄
を
と
っ
て
ゐ
る
ア
ル
ビ
ゼ
ン
シ
ズ

(A
lbi･

g
enses)
と
栴
す
る
反
牒
馬
散
骨

の
桑
園
は
反
勤
し
で

敬
っ
た
が
馬
め
に
rJ
の
市
は
多
大

の
損
害
を
受
け
た
｡

ア
ル
プ
ケ
ル
ケ
(A
tbu
quer
que)｡
北
来
合
衆
囲

ニ

ク
･
メ
キ
シ

コ
(
N
e
w

琵

ex
ico)
の
べ
ル
ナ
リ
ロ
(B
er･

n
al
i310
)

郡
の
主
要

都

市
〇

一
七

〇
二
-

一
〇
年
は
至

る新
ス

ペ
イ
ン
の
紙
背
ア
ル
ブ
ケ

ル
ケ
太
公

の
名
を
と

っ
て
附
名
し
な
の
で
あ
る
｡
市
は
-
オ
｡
グ
ラ
ン
デ
(R
io

G
r
an
d
e)
河
畔
は
あ
-
､
サ
ン
タ
｡
フ
エ
(S
antaF
6
)
.

の

関南
三
六
哩
の
距
離
は
あ
る
0
霞
に

ニ
ク

｡メ
キ
シ

コ
の
州
立
大
撃
が
あ
り
､
羊
毛
批
准
の
大
工
場
が
あ
-1

附
鑑
の
尊
宅
の
産
物
を
主
と
し
て
取
扱
っ
て
ゐ
る
｡
人

口

一
帯
五
千
飴
｡

オ
ル
ぺ
リ

(Albury)O
英
蘭
の
サ

リ
(Surrey
)
に

あ
る
fI
村
落

であ
っ

て術
数
よ
少
四
〇

哩
｡
サ
ザ
ン
銭

道
(S
o
uth
e
rn
R
ly
)
の
チ
γ
ク
オ
ス

(C
h
i
lw
o昇
h
)
は

節
三
飴

三川

七
こ

そ
の
停
革
敬
で
あ
る
｡
苗
は
オ
ル

ベ
-

･
パ
ー
ク
(

A
l
･

b
ury
Park
)
が
あ
-
一
八

1
九
年

へ
ン
リ
･ド
ラ
モ
ン

ド

(H

enry
D
Ttim
m
On
d
)
と
云
ふ
銀
行
家
に
よ
っ
て

購
入
さ

れ
ねが
､
其
娘
を
通
じ
て
ノ
ー
ザ

ム
で
フ
ン
ド

(N
orth
um
bei･ta
n
d
)
大
公
の
所
有
に
擬
し
た
｡

1
八

四
〇
年
に
ド
ラ
モ
ン
ド
は
此
虞
に
カ
ト

リ
ッ
ク
数

の
使

徒
数
骨
を
趣
で
ね
｡
乙
の
町
ほ
は
シ
ェ
ア

'ボ
ー
ン
｡
ポ
ン

ド

(S
h
erb
ouTn
Pond)と
云
ふ
池
が
あ
つ
た
が
今
日

で
は
サ
イ

レ
ント
･
プ
ー
ル
(S
iten
t
P
oe
))
と
呼
ば
れ

て
ゐ
る
○

オ
ル
ベ
リ
(A
tbuTy)｡

こ
ク
･サ
ウ
ス
｡
ク
エ
ー
ル

三
N
e
w

S
outh
W
a
tes)
の
グ
ー
ル
バ
ー
ン
郡
(G
o
u
T

b
urn
C

o
unty
)
に
あ
る
都
骨
｡
銭
道
に
ょ
つ
て
シ
ド

ニ
(
Sy
dn
ey
)
の
閣
閥
三
八
六
哩
の
距
離
に
あ
る
｡

乙

の
地
方
は
羊
｡穀
類
･煙
草
及
び
葡
萄
酒
の
産
出
で
有
名

で
あ
る
｡

ア
ル
カ
モ
(A
Icam
o
)
｡

シ
シ
タ
の
都
骨
｡
-
ラ
バ

ニ

T
rapan
i)
願
に
あ
ヵ
'
地
道
に
よ
っ
て
バ

レ
ル
モ

(P
al
erm
o)
の
閣
南
西
五
一
哩
の
距
離
は
あ
る

0
新
薦



嗣
市
村
が
あ
-
衝
祁
術
は
ボ
エ
フ
ァ
-

(B
o
n
ifa
to
)
山

の
北
の
斜
面
に
サ
ラ
セ
ン
人
に
よ
っ
て
九
世
紀
の
菅
に

建
設
ru
れ
ね
も
の
で
あ
-
､
新
市
街
は

1
二
三
三
年

フ

レ
デ
リ
ッ
ク
(F
re
d
erick
)
二
世
が

ム
ア
人
を
破
っ
て
勝

利
を
科
ね
後
に
山
麓
に
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
｡
rJ
の

地
方
は
肥
沃
な
る
農
地
で
あ
る
｡
人
口
三
笛
二
千
飴
O

ア
ル
カ
ン
タ
ラ

(AI
can
tara)｡
西
根
牙
の
都
骨

｡

カ
ー
セ
レ
ス
(C
acere
s)
州
に
あ

-
､
タ
グ
ス
(T
ag
u

s)

河
の
南
岸
に
あ
る
｡
カ
ー
セ
レ
ス
苗
よ
-
問
些

二
五
哩

の
距
離
に
あ
-
､
迫
持

h=tJ六
つ
も
つ
雁
馬
時
代
の
棒
が

あ
る
の
で
有
名
で
あ
る
｡
橋
の
長

ru六
一
七
沢
､
帽
二

六
沢
.
中
央
の
杵
の
高
rb
約

一
九

〇
択
あ
る
｡

1
〇
五

年
に
初
め
て
梨
せ
ら
れ
､

一
八
六

〇
年
全
部
改
築
さ
れ

た
｡
サ
ン
タ

｡
マ
-
ア

二
ブ
･
ア
γ
モ

n
パ

ー
ル

(S
･

M
aTia
d
e
A
lm
o
cob
aT)
と
云
ふ
散
骨
は
ゴ
シ
ッ
ク
式

の
建
物
で
あ
っ
て
.
十
三
世
紀
の
建
造
に
係
る
｡
人
口

三
千
飴
｡

一
二

一
七
年
に
は
ア
ル

カ
ン
空
フ
と
栴
す
る
素
数
的

新

譜

舶

介

騎
士
園
が
組
織
当
れ
乙
の
町
名
を
と
っ
て
囲
索
と
覆
し

た
｡

乙
の
圃
髄
は
十
三
世
の
初
め
は
組
織
さ
れ
､
其
後

度
々
焚
魔
さ
れ
ね
が
現
今
の
組
織
は

一
八
七
四
年
よ
か

始
っ
て
ゐ
る
｡

ア
ル
カ
ン
タ
ラ
(A
tcantara)｡
ブ

ラ

',,h
I
ル
の
都

骨
に
し
て
海
港

｡
マ
ラ
ン
ヤ
ー

ン

(M
ar
anha
o)市
の

西
北

一
六
哩
の
距
離
に
あ
わ
'
幣
は
湛
水
洩
-
し
て
貿

易
に
健
で
覆

い
｡
抽
出
晶
は
蜘
排
｡木
綿
･
獣
皮
及
び
塵

で
あ
る
｡
人
口

一
寓
六
千
｡
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新
著
指
せ

l〓二tl〓〓ltl〓〓llt〓=■t■一二…一-三二一一-二:-

0
岩
石
鑑
定
寛
敗
者

上
姶
寅
次
郎
著

桝
六
脱

1
二
三
貰

京
都
砕
閥
大
串
水
曜
骨
敢
行

丸
尊
株
式
食
紅
投
資

1
月

山.4
倍

六
十
鋸

岩
石
の
舵
先
哲
は
従
非
表
に
あ
ら
は
し
た
も
の
は
あ
つ
た
が
拳
間
瀬

に
は
表
を
用
ふ
る
こ
と
が
素
発
を
妥
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら

1
枚
に

は

位
用
し
雛

い
も
の
計
り
で
あ
っ
た
.
滋
に
充
称
呼
飼
犬
撰
工
準
邸
助
教

授
上
油
軒
の
好
背
を
得
て
､
地
学
研
究
額
に
大
き
な
位
兜
を
輿

(
る
こ

三

況

七
三


